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鶴ヶ島市議会議員一般選挙の結果 

問合先　選挙管理委員会

埼玉県議会議員一般選挙 
(西第11区鶴ヶ島市)の結果 

問合先　選挙管理委員会

　
４
月
９
日
の
埼
玉
県
議
会
議
員

一
般
選
挙（
西
第
11
区
鶴
ヶ
島
市
）

（
定
数
１
人
）は
、
無
投
票
と
な
り

ま
し
た
。

当
選
人
　
長な
が
み
ね峰

　秀ひ
で
か
ず和

児童手当の現況届などの手続きについて

問合先　こども支援課子育て支援担当

現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要
で
す

　
令
和
５
年
度
分
の
現
況
届
は
、

市
が
住
民
基
本
台
帳
な
ど
で
現
況

を
確
認
す
る
た
め
、
原
則
提
出
不

要
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方

・
離
婚
協
議
中
の
配
偶
者
と
別
居

し
て
い
る
方

・
DV
避
難
な
ど
に
よ
り
、
鶴
ヶ
島

市
に
住
民
票
が
な
い
方

・
そ
の
他
、
市
か
ら
提
出
の
案
内

が
あ
っ
た
方

※
　
該
当
者
に
は
、
６
月
上
旬
ま

で
に
市
か
ら
現
況
届
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
６
月
中
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い

所
得
要
件
な
ど
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
10
月
支
給
分
か
ら
、

所
得
上
限
額
以
上
の
方
は
受
給
資

格
が
消
滅
し
、
特
例
給
付
の
支
給

が
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
方
の
う
ち
、
令
和
４
年

度
所
得
が
所
得
上
限
額
を
下
回
っ

た
場
合
は
、
改
め
て
認
定
請
求
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら

農業委員会委員の任命
　

問合先　人事課人事担当

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員

会
委
員
９
人
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

任
期

令
和
５
年
４
月
30
日
か
ら
令
和
８

年
４
月
29
日

委
員

須す
ど
う　

　
良よ
し
は
る春

さ
ん

沼ぬ
ま
く
ら倉

　
裕ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん

長は
せ
が
わ

谷
川
　
正ま
さ
ひ
ろ博

さ
ん

比ひ

る

ま
留
間
　
正ま

さ
み
ち道

さ
ん

沼ぬ
ま
た田

　
富と
み
こ子
さ
ん

新あ
ら
い井

　
正ま
さ
み美
さ
ん

岡お
か
の野

　
と
し
子こ

さ
ん

町ま
ち
だ田

　
弘ひ
ろ
ゆ
き之

さ
ん

小お
が
わ川

　
佐さ

ち

え
智
恵
さ
ん

監査委員の 
選任
問合先　人事課人事担当

　
監
査
委
員
の
近こ
ん
ど
う藤
英え
い
き基
さ
ん
が

任
期
満
了
と
な
り
、
後
任
と
し
て

髙た
か
は
し橋
剣け
ん
じ二
さ
ん
が
５
月
16
日
付
け

で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

※
　
監
査
委
員
は
、
市
の
財
務
に

関
す
る
事
務
執
行
や
市
の
経
営
に

係
る
事
業
管
理
を
監
査
す
る
機
関

で
す

4月23日に行われた鶴ヶ島市議会議員一般選挙(定数18人)の開票結果は、以下
のとおりです（投票率42.25％）。

合

　計

岸
田
　
せ
い
じ

ほ
し
な
　
の
ぞ
み

長
島
　
や
す
か
ず

藤
原
　
け
ん
し

福
島
　
め
ぐ
み

た
か
し
の
　
雅
洋

杉
田
　
や
す
ゆ
き

太
田
　
た
だ
よ
し

小
島
　
ゆ
き
ひ
ろ

高
橋
　
け
ん
じ

村
上
　
信
吉

お
お
そ
ね
　
英
明

内
野
　
よ
し
ひ
ろ

小
川
　
シ
ゲ
ル

大
野
　
ひ
ろ
子

い
ず
も
　
敏
太
郎

小
川
　
ひ
ろ
み

は
せ
が
わ
　
清

小
林
　
ひ
と
み

た
き
し
ま
　
正
紀

こ
ん
の
　
雄
一

山
中
　
も
と
み
つ

候
補
者
名

２
万
４
１
０
９
票

６
５
２
票

７
３
２
票

７
３
５
票

７
５
６
票

８
２
７
票

８
５
８
票

８
９
０
票

８
９
６
票

８
９
９
票

９
６
５
票

１
０
２
８
票

１
０
４
５
票

１
０
４
７
票

１
１
１
６
票

１
１
１
９
票

１
３
８
０
票

１
４
２
４
票

１
４
４
８
票

１
４
６
７
票

１
５
４
４
票

１
５
６
０
票

１
７
２
１
票

得
票
数

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
当
選
人
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市政情報

令和４年度下半期財政状況をお知らせします

問合先　財政課財政担当

　市の財政状況については、毎年2回定期的にお
知らせしています。
  今回は、令和4年度上半期（4月〜9月）の収支状況
に下半期（10月〜3月）の状況を加えた数値をお知
らせします（公表した数値は令和5年3月31日現在
のものです）。
　なお、令和4年度の一般会計当初予算額は219
億9000万円です。これに32億8364万円を追加し、

最終予算額は252億7364万円となりました。
　また、市の会計では5月末日までが現金の収入・
支出を整理する期間ですので、
今回公表する額は決算額とは異
なります。令和4年度決算額は、
あらためてお知らせします。
※  各数値の万円未満は四捨五
入の上、端数処理しています

一般会計

特別会計

0 50 100 150

歳   入
収入済額  246億7665万円

（収入率97.6%）

歳   出
支出済額  225億3105万円

（執行率89.1%）

予 算 額
252億7364万円

0（億円） （億円）100 50150

111億8083万円
100億2888万円（89.7%）

69億6689万円
61億1722万円（87.8%）

99億6044万円
102億4103万円（102.8%）

23億6645万円
25億2105万円（106.5%）

14億3000万円
15億8140万円（110.6%）

5億6115万円
3億5436万円（63.1%）

11億9555万円
11億9555万円（100.0%）

1億2214万円
1億 513万円（86.1%）

26億7102万円
25億6091万円（95.9%）

42億2998万円
38億1931万円（90.3%）

18億7357万円
16億4990万円（88.1%）

22億7431万円
19億4210万円（85.4%）

21億2231万円
16億2477万円（76.6%）

15億8756万円
15億8460万円（99.8%）

10億4915万円
10億2997万円（98.2%）

（89.1%）

予算額（上段）　　　  収入済額（下段） 予算額（上段）　　　  支出済額（下段）

繰 越 金
（前年度から   ）  繰り越し

そ の 他
（地方譲与税、     ）  繰入金など

地方交付税
（市の財政状況に応じて）  国から交付

市 債
（大きな事業などを　）  行うための借入金

地方消費税交付金
（県の地方消費税収入）  から交付

分担金及び負担金
（特定事業の       ）  受益者が負担

衛 生 費
（安全で               ）  衛生的な生活

そ の 他
（議会費、労働費、                  ）  農林水産業費、商工費など 

土 木 費
（道路、公園整備など）

教 育 費
（教育全般）

公 債 費
（市債返済）

消 防 費
（消防や災害対策）

9億5593万円
8億5152万円

市 税
（市民税、固定資産税）  などの税収

国県支出金
（特定事業のため）  国・県が支出

民 生 費
（福祉全般）

総 務 費
（総括的事務）

国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、一本松土地区画整理事業、若葉駅西口土地区画整理事業の各特別会計の収
入支出の状況は、次のとおりです。

会計名 予算額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）
国民健康保険 69億1353万円 66億5674万円 96.3 66億4660万円 96.1
後期高齢者医療 10億 548万円 9億8617万円 98.1 9億4593万円 94.1
介護保険 47億5973万円 46億3404万円 97.4 40億4041万円 84.9
一本松土地区画整理事業 1億1329万円 1億1329万円 100.0 7395万円 65.3
若葉駅西口土地区画整理事業 3億1407万円 3億1407万円 100.0 2億9202万円 93.0
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地域の身近な相談相手　『民生委員・児童委員』

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
に
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
呼
ば
れ
る
方
々

が
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ

き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

県
の
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
給

与
の
支
給
は
な
く（
無
報
酬
）、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
民

生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童

委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
ま
た
そ
の
な
か

か
ら
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支

援
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員

が
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
す
。

主
に
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

訪
問
活
動
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員（
主

任
児
童
委
員
除
く
）は
担
当
区
域
を
持

ち
、
年
間
を
通
じ
て
訪
問
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
区
域
の
な
か
で
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
方
を
把
握
し
、
見
守
り

活
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
・
パ
イ
プ
役
　
悩
ん
で
い
る

方
、
困
っ
て
い
る
方
の
声
を
聴
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
や
行
政
・
地
域

の
サ
ポ
ー
ト
先
な
ど
関
係
機
関
に
つ
な

ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

組
織
活
動
　
地
区
の
「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
」
に
所
属
し
、
定
期

的
に
委
員
同
士
で
情
報
共
有
や
意
見
交

換
、
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

な
っ
て
い
る
の
？

　
特
別
な
資
格
は
必
要
な
く
、
福
祉
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
理
解

と
熱
意
が
あ
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す

方
が
、
地
域
の
推
薦
を
受
け
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
選
ば
れ
ま
す
。

秘
密
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
律

に
よ
り
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
活
動
上
、
世
帯
構
成

や
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
を
お
聞
き
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
相
談
内

容
や
情
報
を
他
の
人
に
漏
ら
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
マ
ー
ク

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、
幸
せ
の
め
ば
え
を

示
す
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
バ
ッ
ク

に
、
民
生
委
員
の
「
み
」
の
文
字
と
児

童
委
員
を
示
す
双
葉
を
組
み
合
わ
せ
、

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
の
鳩
を
か
た
ど
っ

て
、
愛
情
と
奉
仕
を
表
し
て
い
ま
す
。

委員名簿は
こちら

訪問活動 情報提供

市、学校、その他関係機関

こんにちは、
お変わりありませんか？ 車いすを利用したいけど

どうすれば、いいかしら？

○○サービスが
ありますよ

地域の方から相談が
ありましたので、○○
○○をお願いします

組織活動

地域活動

連　　絡

民生委員・児童委員は
こんな活動をしています
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男女共同参画社会って何だろう？

問合先　女性センター☎287・4755

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女

が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
社
会
で
す
。

６
月
23
日
か
ら
29
日
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

　
国
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
は
、

こ
の
機
会
に
、
様
々
な
取
組
を
通
じ
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
目
的

や
基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
ユ
ー
ス
世
代（
18
歳
か
ら

35
歳
）を
対
象
に
、
日
本
国
内
そ
し
て

国
際
社
会
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

な
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
、

次
の
作
品
が
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

「
無
く
そ
う
思
い
込
み
、
守
ろ
う
個
性 

み
ん
な
で
つ
く
る
、み
ん
な
の
未
来
。」

世
論
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

　
国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に

関
す
る
国
民
の
意
識
を
把
握
し
、
今

後
の
施
策
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、

定
期
的
に
世
論
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た
「
男
女

共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
」

に
お
け
る
男
女
の
地
位
の
平
等
感
は

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
分
野
と
も
、「
女
性
の
方
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
と
思
う
人
の
割
合
は
、

「
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と

思
う
人
の
割
合
よ
り
も
少
な
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
上
記
の
ほ
か
、「
家
庭
生
活
等
に
関

す
る
意
識
に
つ
い
て
」、「
夫
婦
の
名

字
・
姓
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
」、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
等
に
関
す
る
意

識
に
つ
い
て
」
の
調
査
な
ど
も
行
っ

て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
調

査
全
体
の
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

私
た
ち
の
目
指
す
社
会

　「
男
だ
か
ら
」、「
女
だ
か
ら
」
と
い

っ
た
性
別
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ

れ
ず
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は 

政
府
や
地
方
公
共

団
体
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
力
で
社
会
全
体
の

意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、

活
躍
で
き
る
よ
う
、
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

調査結果
全体はこちら

「男女共同参画社会に関する世論調査」(内閣府)令和5年3月　※　抜粋して作成
調査対象：全国18歳以上の日本国籍を有する者 5000人　有効回収数 2847人

男女の地位の平等感
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男女共同参画社会って何だろう？
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に
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を
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実
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こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は 

政
府
や
地
方
公
共

団
体
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
力
で
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6月は食育月間です〜おいしく適塩！たっぷり野菜をテーマに食育をすすめています〜

問合先　健康長寿課健康増進担当

①	サラダ菜は、芯をそぎ取り、葉の部分だけさっと色
よくゆでておく。
②いんげんは、軽く茹で長めの斜め切りにする。
③薄焼き卵を作る。
④ピーマン、ハム、薄焼き卵はすべて千切りにする。
⑤	①で②～④を巻き、食べやすい大きさに切って器に
盛りつける。

レシピ作成：鶴ヶ島市食生活改善推進員協議会

◇サラダ菜………………………8枚
◇ピーマン(赤、黄)……各1個ずつ
◇卵……………………………1/2個
◇いんげん………………………2本
◇ハム……………………………1枚

おいしく適塩!たっぷり野菜レシピ 

EVENT01〉〉 EVENT03〉〉

EVENT02〉〉

　「食育」とは、様々な経験を通じて、食に関する知識を身に付け、健康的な食生活を継続することにより、
心と身体の健康を維持する力を育むことです。
　だれかと一緒に食事や料理をしたり、食べ物の収穫体験をしたり、季節や地域の料理を味わったりす
るなど、食について考え実践してみましょう。

【企画展示　野菜をたくさん食べよう！】
日　6月13日（火）～20日（火）
場　市役所１階ロビー
内　展示、簡単野菜レシピの配布

【野菜のつくりおき料理教室】
日　6月29日（木）10時～13時
場　大橋市民センター
内　忙しい日でも野菜を手軽に食べられる週末のつくり
おきメニューを実習します。
【メニュー】鶏肉の南蛮漬け・彩りナムル・野菜のカポ
ナータ風・かぼちゃとれんこんのサラダ
定　20人（申込順）
料　500円
持　エプロン・三角きん・ふきん2枚
主催：鶴ヶ島市食生活改善推進員協議会
申	問　6月5日（月）から20日（火）までに
健康長寿課健康増進担当へ電話または申
込フォームから

【食育の日イベント】
野菜摂取充足度の測定をします。手のひらをセンサー
にあてるだけで簡単に測定！（約30秒）
自分の食生活をチェックしてみませんか。
日　6月19日（月）10時～15時
場　市役所1階ロビー
内　ベジチェック（※）での野菜充
足度の測定
※　野菜摂取充足度の測定機器

そもそも食育って何？そもそも食育って何？

※　測定イメージ

申込みはこちら

vol.11
材料(2人分)

作り方

「カラフル野菜の「カラフル野菜の砧砧
きぬたきぬた

巻き」巻き」 1人分エネルギー量42kcal　塩分量0.1g
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遺族の手続きをわかりやすく 
『おくやみハンドブック』

問合先　市民課戸籍担当

小児慢性特定疾病医療費継続申請について
　

問合先　保健センター☎271・2745

　
身
近
な
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ

と
に
伴
う
各
種
手
続
き
を
ま
と
め

た
「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

（
フ
ル
カ
ラ
ー
）を
作
成
し
ま
し

た
。
市
役
所
で
の
手
続
き
だ
け
で

な
く
、
そ
の
他
手
続
き
に
つ
い
て

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

は
死
亡
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
遺
族

や
代
行
の
葬
祭
業
者
に
お
渡
し
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
下
記
の

場
所
で
も
配
布
し
ま
す（
部
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
　
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
㈱

ジ
チ
タ
イ
ア
ド
と
の
協
働
の
も

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
支
給

継
続
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

対
象
　
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
、
引
き
続
き
治
療
が
必
要
な
20

歳
未
満
の
方
の
保
護
者

場
所
　
坂
戸
保
健
所

持
ち
物
　
申
請
書
、医
療
意
見
書
、

健
康
保
険
証
の
写
し
、
受
診
者
の

加
入
す
る
公
的
医
療
保
険（
健
康

保
険
）の
被
保
険
者
の
市
町
村
・

県
民
税
課
税（
非
課
税
）証
明
書

（
税
額
・
所
得
金
額
が
記
載
さ
れ

た
も
の
）な
ど

と
、
協
賛
企
業
の
協
力
に
よ
り
作

成
し
て
い
ま
す

配
布
開
始
　
6
月
1
日
㈭
か
ら

主
な
配
布
場
所
　
市
民
課
、
健
康

長
寿
課
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議

会

市HPはこちら

※
　
お
持
ち
の
受
給
者
証
に
記
載

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
か

ら
申
請
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て

の
ご
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す（
医

療
意
見
書
は
同
封
し
ま
せ
ん
。
指

定
医
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
期
間
　
６
月
12
日
㈪
～
７
月

28
日
㈮（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

問
合
せ
　
坂
戸
保
健
所
☎
２
８
３
・

７
８
１
５

代理人、第三者による戸籍・住民票取得の確認に！「本人通知制度」 

問合先　市民課戸籍担当

　
本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
の
証
明
な
ど
を
、
代

理
人
や
第
三
者（
職
務
上
請
求
で

き
る
人
な
ど
）に
交
付
し
た
と
き
、

そ
の
事
実
を
本
人
に
通
知
す
る
制

度
で
す
。
事
前
の
登
録
が
必
要
で

す
。

　
自
分
の
住
民
票
の
写
し
な
ど
が

第
三
者
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
や
、

委
任
し
た
請
求
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
通
知
さ
れ
る
の
で
、
不
正
取
得

に
よ
る
権
利
侵
害
の
抑
止
に
役
立

ち
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
通
知
制
度
が
一
般

に
周
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
委

任
状
の
偽
造
や
、
差
別
に
つ
な
が

る
身
元
調
査
な
ど
の
未
然
防
止
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
一
度
登
録
す
れ
ば
更
新
は
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
住
所
・
氏
名
・

本
籍
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
変
更
の
手
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

受
付
場
所
　
市
民
課
、
若
葉
駅
前

出
張
所（
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
内
）

登
録
で
き
る
方
　
市
に
住
民
登
録

ま
た
は
本
籍
の
あ
る
方（
住
民
票

の
除
票
や
除
籍
な
ど
の
あ
る
方
を

含
み
ま
す
）

登
録
に
必
要
な
も
の
　

①
申
請
書（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）

法
定
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合

①
、
②
お
よ
び
法
定
代
理
人
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
書
類（
戸
籍
謄

本
な
ど
）

代
理
人
が
登
録
す
る
場
合

①
、
②
お
よ
び
委
任
状

※
　
代
理
人
が
同
一
世
帯
の
方
の

場
合
、
委
任
状
は
不
要
で
す

通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票（
除
票
を
含
む
）の
写
し

（
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書（
本

籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
戸
籍
附
票（
除
附
票
を
含
む
）の

写
し

・
戸
籍（
除
籍
を
含
む
）謄
抄
本

・
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

通
知
内
容
　
交
付
年
月
日
、
交
付

し
た
証
明
書
の
種
類
、
通
数
、
請

求
者
の
種
別（
代
理
人
ま
た
は
第

三
者
の
別
）

※
　
代
理
人
や
第
三
者
に
よ
る
申

請
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
、
本
人
が
開
示
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
証
明
書
を

取
得
し
た
代
理
人
や
第
三
者
の
個

人
情
報
は
開
示
で
き
ま
せ
ん
）
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市政情報

遺族の手続きをわかりやすく 
『おくやみハンドブック』

問合先　市民課戸籍担当

小児慢性特定疾病医療費継続申請について
　

問合先　保健センター☎271・2745

　
身
近
な
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ

と
に
伴
う
各
種
手
続
き
を
ま
と
め

た
「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

（
フ
ル
カ
ラ
ー
）を
作
成
し
ま
し

た
。
市
役
所
で
の
手
続
き
だ
け
で

な
く
、
そ
の
他
手
続
き
に
つ
い
て

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　「
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

は
死
亡
届
を
提
出
さ
れ
た
ご
遺
族

や
代
行
の
葬
祭
業
者
に
お
渡
し
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
下
記
の

場
所
で
も
配
布
し
ま
す（
部
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※
　
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
㈱

ジ
チ
タ
イ
ア
ド
と
の
協
働
の
も

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
支
給

継
続
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

対
象
　
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
、
引
き
続
き
治
療
が
必
要
な
20

歳
未
満
の
方
の
保
護
者

場
所
　
坂
戸
保
健
所

持
ち
物
　
申
請
書
、医
療
意
見
書
、

健
康
保
険
証
の
写
し
、
受
診
者
の

加
入
す
る
公
的
医
療
保
険（
健
康

保
険
）の
被
保
険
者
の
市
町
村
・

県
民
税
課
税（
非
課
税
）証
明
書

（
税
額
・
所
得
金
額
が
記
載
さ
れ

た
も
の
）な
ど

と
、
協
賛
企
業
の
協
力
に
よ
り
作

成
し
て
い
ま
す

配
布
開
始
　
6
月
1
日
㈭
か
ら

主
な
配
布
場
所
　
市
民
課
、
健
康

長
寿
課
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議

会

市HPはこちら

※
　
お
持
ち
の
受
給
者
証
に
記
載

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
か

ら
申
請
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て

の
ご
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す（
医

療
意
見
書
は
同
封
し
ま
せ
ん
。
指

定
医
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
期
間
　
６
月
12
日
㈪
～
７
月

28
日
㈮（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

問
合
せ
　
坂
戸
保
健
所
☎
２
８
３
・

７
８
１
５

代理人、第三者による戸籍・住民票取得の確認に！「本人通知制度」 

問合先　市民課戸籍担当

　
本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
の
証
明
な
ど
を
、
代

理
人
や
第
三
者（
職
務
上
請
求
で

き
る
人
な
ど
）に
交
付
し
た
と
き
、

そ
の
事
実
を
本
人
に
通
知
す
る
制

度
で
す
。
事
前
の
登
録
が
必
要
で

す
。

　
自
分
の
住
民
票
の
写
し
な
ど
が

第
三
者
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
や
、

委
任
し
た
請
求
が
行
わ
れ
た
こ
と

が
通
知
さ
れ
る
の
で
、
不
正
取
得

に
よ
る
権
利
侵
害
の
抑
止
に
役
立

ち
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
通
知
制
度
が
一
般

に
周
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
委

任
状
の
偽
造
や
、
差
別
に
つ
な
が

る
身
元
調
査
な
ど
の
未
然
防
止
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
一
度
登
録
す
れ
ば
更
新
は
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
住
所
・
氏
名
・

本
籍
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
変
更
の
手
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

受
付
場
所
　
市
民
課
、
若
葉
駅
前

出
張
所（
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
内
）

登
録
で
き
る
方
　
市
に
住
民
登
録

ま
た
は
本
籍
の
あ
る
方（
住
民
票

の
除
票
や
除
籍
な
ど
の
あ
る
方
を

含
み
ま
す
）

登
録
に
必
要
な
も
の
　

①
申
請
書（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

②
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）

法
定
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合

①
、
②
お
よ
び
法
定
代
理
人
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
書
類（
戸
籍
謄

本
な
ど
）

代
理
人
が
登
録
す
る
場
合

①
、
②
お
よ
び
委
任
状

※
　
代
理
人
が
同
一
世
帯
の
方
の

場
合
、
委
任
状
は
不
要
で
す

通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

・
住
民
票（
除
票
を
含
む
）の
写
し

（
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書（
本

籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
戸
籍
附
票（
除
附
票
を
含
む
）の

写
し

・
戸
籍（
除
籍
を
含
む
）謄
抄
本

・
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

通
知
内
容
　
交
付
年
月
日
、
交
付

し
た
証
明
書
の
種
類
、
通
数
、
請

求
者
の
種
別（
代
理
人
ま
た
は
第

三
者
の
別
）

※
　
代
理
人
や
第
三
者
に
よ
る
申

請
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
、
本
人
が
開
示
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
証
明
書
を

取
得
し
た
代
理
人
や
第
三
者
の
個

人
情
報
は
開
示
で
き
ま
せ
ん
）
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医療機関の適正受診にご協力ください 

問合先　こども支援課子育て支援担当、障害者福祉課障害者福祉担当

　
こ
ど
も
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
・
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
は
、
福
祉
の
向
上
を
目
的

と
し
て
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　
受
給
対
象
者
は
、
受
給
者
証
と

健
康
保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
県
内
の
医
療
機
関
窓
口
で

の
支
払
い
が
な
く
な
り
、
必
要
な

医
療
の
受
診
が
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す（
例
外
も
あ
り
ま
す
）。

　
助
成
対
象
分
は
市
と
県
の
自
主

財
源
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
医
療
制

度
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
実
践
し
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
日
や
夜
間
の
安
易
な
受
診
は

避
け
ま
し
ょ
う

　
休
日
や
夜
間
の
受
診
は
割
増
料

金
が
か
か
り
、
医
療
費
の
増
加
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
軽
い
症

状
に
も
関
わ
ら
ず
休
日
や
夜
間
に

救
急
外
来
を
訪
れ
る
こ
と
で
救
急

外
来
が
混
み
あ
い
、
緊
急
性
の
高

い
重
症
患
者
の
治
療
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
。
受
診
す
る
際
に
は
、

平
日
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

埼
玉
県
AI
救
急
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
急
な
病
気
や
け
が
の
際
に
、
家

庭
で
の
対
処
方
法
や
医
療
機
関
へ

の
受
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
チ

ャ
ッ
ト
形
式
で
気
軽
に
相
談
で

き
る
埼
玉
県
AI
救
急
相
談
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
の
場
合

は
、
埼
玉
県
救
急
電
話
相
談（
＃

７
１
１
９
）と
併
せ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い（
Ｐ
23
参
照
）。

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
健
康
管

理
や
初
期
の
治
療
を
し
て
く
れ
る

身
近
な
お
医
者
さ
ん
の
こ
と
で

す
。
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
と
、

本
人
や
家
族
の
病
状
な
ど
を
把
握

し
て
い
る
の
で
、
も
し
も
の
と
き

に
適
切
で
迅
速
な
対
応
を
し
て
も

ら
え
ま
す
。 

安
易
な
重
複
診
療
は

や
め
ま
し
ょ
う 

　
同
様
の
症
状
ま
た
は
病
気
で
複

数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
医
療
費
を
増

や
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
重

複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
り
体
に

悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
心
配
が

あ
り
ま
す
。
受
け
て
い
る
治
療
に

不
安
が
あ
る
と
き
は
、
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

ウォーキングで当てよう！埼玉県コバトン健康マイレージ

問合先　健康長寿課健康増進担当

埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か

　
歩
数
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
県
産
農

産
品
な
ど
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
市
民
限
定
で
豪
華

賞
品
が
当
た
る
「
て
く
て
く
大
抽

選
会
」
を
実
施
し
ま
す（
詳
し
く

は
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

※
　
埼
玉
県
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
は
、
令
和
６
年
３
月
末
で

終
了
と
な
り
ま
す
。
令
和
６
年
４

月
か
ら
、
新
た
な
健
康
ア
プ
リ
事

業
が
開
始
と
な
る
予
定
で
す

対
象
　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
方

内
容
　
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
や
専
用
の
歩

数
計
を
使
う
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

料
金
　
無
料（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

通
信
料
ま
た
は
歩
数
計
の
着
払
い

送
料
６
５
０
円
は
自
己
負
担
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

活
用
し
ま
し
ょ
う 

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
・
同
じ
効

き
目
で
、
新
薬
と
比
べ
開
発
費
が

少
な
い
た
め
に
価
格
の
安
い
薬
で

す
。
　

※
　
市
で
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
、
こ
ど
も

支
援
課
と
障
害
者
福
祉
課
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す

申
込
み
　
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
配
布
す
る
申
込
書
を
埼
玉
県
コ

バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
務
局

へ
送
付

賞
品
納
入
企
業
も
募
集
し
て
い
ま
す

　「
て
く
て
く
大
抽
選
会
」
で
市

民
の
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と

な
る
賞
品
を
納
入
い
た
だ
け
る
市

内
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
貴

社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
つ
な

が
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

健
康
長
寿
課
健
康
増
進
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

アプリのダウン
ロードはこちら

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
希
望
し
ま
す
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Information　鶴ヶ島市役所　☎ 049・271・1111

お知らせ
今月の納期

市民税・県民税第1期

つるバス・つるワゴンの円滑な
乗車にご協力を

◆通過予定時刻に余裕を持って、停
留所のすぐそばでお待ちいただくよ
うお願いします。
◆車両が停留所に近づいたら、手を
挙げるなど、できる範囲で、運転手
へ合図をお願いします。
車両の安全な停車や通過防止につな
がるため、皆さんのご協力をお願い
します。
問　都市計画課交通政策担当

マイナンバーカードの
受け取りはお早めに！

2月末日までにマイナンバーカード
を申請した方で、カードの受取り
案内通知が届いていない方は、市
民課までお問い合わせください。
すでに受取り案内通知が届いてい
る方は、早めにお受け取りくださ
い。マイナポイントの申し込みは、
9月末日まで延長されていますが、
申込期限が近づくにつれ申込サイ
トの混雑が予想されますので早め
にお申し込みください。
問　市民課住民記録担当

Infor-
mation

グリーンパークに
防球ネットができました！

市では、スポーツ振興くじ助成金
を受け、鶴ヶ島グリーンパーク多
目的広場1の防球ネット新設工事
を行いました。スポーツ振興くじ
助成は、スポーツくじの販売によ
り得られる収益をもとに、地方公
共団体およびスポーツ団体が行う、	
スポーツの振興を目的とする事業
に対して助成を行っています。
問　生涯学習スポーツ課市民スポ
ーツ担当

募　　集
夏期児童館補助員

対　18歳以上（保育士・教諭の資
格を有する方、保育士・教諭の単
位取得中の方を優先）
期　7月18日（火）～8月30日（水）①
9時30分～17時30分（週のうち3日
勤務）②9時30分～17時30分（火曜
日～土曜日の5日勤務）
場　脚折児童館　定　2人
報　時給1022円
他　通勤手当は出勤日数と通勤距
離に応じて支給（上限あり）
申	問　6月10日（土）までに脚折児童
館☎287・0270へ問い合わせの上、
市電子申請フォームから

広告

Jアラート全国一斉訓練を
行います

全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）は、国から送られてくる緊急地
震速報や武力攻撃などの緊急情報
を人工衛星などを通じて受信し、
市の防災行政無線で瞬時にお伝
えするシステムです。このシステ
ムを使用した全国一斉の情報伝達
訓練と緊急地震速報訓練を行いま
す。
情報伝達訓練用放送
日　6月7日（水）11時頃
緊急地震速報訓練用放送
日　6月15日（木）10時頃
※　緊急地震速報チャイム音は、
実際の緊急地震速報と同じ警報音
が流れます
※　放送を聞いたら、自分の身を
守る行動をとってみましょう
※　災害時などは訓練を中止する
場合があります
問　危機管理課防災危機管理担当

道路の測量に伴う立ち入りに
ご協力ください

新しい道路や幅が広がった道路に
ついて、道路の台帳を修正するた
め測量を行います。この測量にあ
たっては必要に応じて、私有地に
立ち入らせていただく場合があり
ますので、ご協力をお願いします。
なお、市委託の測量業者が私有地
に立ち入る場合は、必ず身分証明
書を携帯しています。ご不明な点
がありましたら、証明書の提示を
求めるか、道路建設課までお問い
合わせください。
日　6月中旬～令和6年1月下旬頃
問　道路建設課道路管理担当

広告




